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滋
賀
大
学
経
済
学
部
の
教
育
・
研
究
活

動
に
、
平
素
よ
り
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
回
は
、
本
学
部
に
お
け
る
教
育
研
究

の
現
状
と
今
後
の
展
望
を
、
最
近
の
社
会

や
政
策
動
向
と
あ
わ
せ
て
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。 

○
専
門
を
選
ぶ
、
深
め
る 

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
の
改
組
に

よ
り
、
学
科
を
「
総
合
経
済
学
科
」
の
１

学
科
体
制
と
し
ま
し
た
。
学
生
の
専
門
分

野
は
、
出
願
時
の
志
望
や
入
試
成
績
に

よ
っ
て
で
は
な
く
、
２
年
次
秋
学
期
に
提

出
す
る
専
攻
希
望
届
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。
入
学
後
の
１
年
半
で
幅
広
い
科
目
を

履
修
し
な
が
ら
、
学
生
自
身
が
主
体
的

に
、
自
ら
の
関
心
や
将
来
の
進
路
に
照
ら

し
て
「
経
済
専
攻
」
「
経
営
専
攻
」
「
社

会
シ
ス
テ
ム
専
攻
」
の
い
ず
れ
か
を
選
択

し
ま
す
。 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
の
中
核
と

な
る
「
三
層
構
造
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

は
、
改
組
後
も
基
本
的
な
体
系
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
基
礎
科
目
と
し
て
「
現
代
経

済
学
基
礎
」
を
全
員
必
修
と
し
、
さ
ら
に

各
自
の
関
心
に
応
じ
て
６
科
目
以
上
を
履

修
す
る
コ
ア
科
目
群
を
設
け
て
い
ま
す
。

コ
ア
科
目
に
は
、
「
ミ
ク
ロ
経
済
学
Ａ
・

Ｂ
」
「
マ
ク
ロ
経
済
学
Ａ
・
Ｂ
」
「
統
計

学
Ａ
・
Ｂ
」
「
政
治
経
済
学
」
「
社
会
経

済
史
」
「
経
営
学
」
「
簿
記
会
計
」
「
法

学
」
「
論
理
学
」
の
１
２
科
目
が
含
ま
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
可
能
な
限
り
２
年
次

ま
で
に
履
修
し
、
そ
の
後
の
専
門
科
目
に

お
け
る
発
展
的
学
修
の
基
礎
と
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。
卒
業
に
は
、
専
門
教
育

科
目
群
か
ら
９
６
単
位
の
修
得
が
必
要
で

す
。
な
お
、
学
生
が
コ
ア
科
目
を
６
科
目

よ
り
多
く
履
修
す
る
こ
と
や
、
「
ミ
ク
ロ

経
済
学
Ａ
・
Ｂ
」
「
マ
ク
ロ
経
済
学
Ａ
・

Ｂ
」
「
統
計
学
Ａ
・
Ｂ
」
の
全
て
を
履
修

す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
た
め
、
成
績
優
秀

者
表
彰
制
度
に
、
コ
ア
Ａ
Ｂ
科
目
を
対
象

と
し
た
部
門
を
新
た
に
追
加
し
ま
し
た
。 

演
習
科
目
で
あ
る
「
専
門
演
習
（
ゼ

ミ
）
」
は
、
本
学
部
の
大
き
な
特
色
で

す
。
多
彩
な
専
門
分
野
に
わ
た
る
ゼ
ミ
が

開
講
さ
れ
て
お
り
、
〝
多
様
な
人
々
と
の

協
働
に
関
わ
る
科
目
〟
〝
自
主
的
課
題
発

見
・
解
決
能
力
を
育
成
す
る
科
目
〟
と
し

て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

○
最
近
の
社
会
・
政
策
動
向
へ
の
対
応 

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
に
は
、
文
部

科
学
省
令
に
よ
る
「
大
学
設
置
基
準
」
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
基
準
は
も
と
も

と
大
学
設
立
の
た
め
の
最
低
基
準
を
定
め
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る
も
の
で
し
た
が
、
現
在
で
は
、
各
大
学

が
自
律
的
に
教
育
課
程
を
設
計
し
、
そ
の

質
を
社
会
に
対
し
て
説
明
し
保
証
す
る
た

め
の
、
大
学
教
育
に
お
け
る
〝
憲
法
〟
の

よ
う
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

滋
賀
大
学
経
済
学
部
で
も
、
そ
の
理
念

に
沿
っ
て
以
下
の
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。 

⑴
学
修
者
本
位
の
教
育
…
シ
ラ
バ
ス
に
学

修
到
達
目
標
を
明
記
し
、
学
生
が
「
何

を
、
ど
の
よ
う
に
学
び
、
ど
の
よ
う
な
成

果
を
得
た
か
（
ア
ウ
ト
カ
ム
）
」
を
軸
に

授
業
設
計
・
評
価
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

⑵
質
保
証
…
自
己
点
検
・
外
部
評
価
・
情

報
公
開
を
通
じ
て
、
授
与
す
る
学
位
の
水

準
を
社
会
的
に
保
証
し
、
教
育
の
質
を
継

続
的
に
改
善
し
て
い
ま
す
。
年
度
末
の
自

己
点
検
評
価
報
告
会
で
は
、
後
援
会
役
員

の
皆
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 

⑶
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
…
社
会
・
地

域
・
産
業
界
と
相
互
に
連
携
す
る
教
育
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ａ
」
等
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（P

ro
ject B

ased
 Learn

-

in
g

）
を
実
践
す
る
２
０
名
程
度
ま
で
の
授

業
を
複
数
開
講
し
て
お
り
、
実
務
家
を
非

常
勤
講
師
や
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て

迎
え
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
他
に

も
、
地
元
の
士
業
等
の
方
々
に
リ
レ
ー
形

式
で
講
義
を
担
当
し
て
い
た
だ
く
「
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
特
殊
講
義
」(

不
動
産
鑑
定
士)

や
「
金
融
経
済
論
特
殊
講
義
」(

生
命
保
険

協
会)

、
「
現
在
の
経
済
」(

連
合
滋
賀)

、

「
法
シ
ス
テ
ム
論
特
殊
講
義
」(

税
理

士)

、
本
学
卒
業
生
も
登
壇
さ
れ
る
「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
論
」
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

論
」
、
産
学
公
連
携
推
進
機
構
も
関
わ
っ

て
い
る
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
総
合
探
究
」

「
地
域
課
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
、
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
で
い
ま
す
。
ゼ
ミ
活

動
で
も
、
地
域
や
企
業
の
課
題
解
決
や

デ
ー
タ
分
析
に
取
り
組
む
学
生
が
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
経
済
学
部
の
学
生
・
教

員
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
学
生
・

教
員
と
共
に
企
業
と
連
携
す
る
例
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

      

（
集
中
講
義
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
」
で

は
、
３
日
間
に
わ
た
り
、
製
造
業
１
２
社

に
勤
務
さ
れ
て
い
る
ゲ
ス
ト
講
師
１
２
名

の
講
義
を
聴
き
、
社
会
課
題
を
解
決
す
る

新
事
業
創
出
を
テ
ー
マ
に
共
に
議
論
し
、

報
告
を
行
い
ま
し
た
。
） 

 

○
今
後
の
展
望 

経
済
学
部
で
は
、
文
部
科
学
省
の
「
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
」
（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ

ベ
ル
、
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
）
に
対
応
し
た

教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ

れ
を
さ
ら
に
高
度
化
し
、
社
会
の
期
待
に

も
応
え
な
が
ら
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。
学
生
が
、
知
識
を
活
用
し
て
変
化
に

柔
軟
に
対
応
し
、
デ
ー
タ
を
的
確
に
読
み

解
き
、
批
判
的
か
つ
倫
理
的
に
思
考
で
き

る
力
を
養
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

引
き
続
き
、
教
職
員
一
同
、
教
育
内
容

と
体
制
の
一
層
の
充
実
に
努
め
、
滋
賀
大

学
経
済
学
部
な
ら
で
は
の
教
育
、
「
国
際

的
な
視
野
を
も
ち
、
環
境
に
配
慮
し
つ
つ

地
域
社
会
に
も
貢
献
で
き
る
、
個
性
あ
る

専
門
職
業
人
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
）
」
の
養
成
を
使
命
と
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

《
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学
部
長 

市
川 

治 

 

「
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
の

超
生
産
性
の

時

代

が

来

る
！
」
―
最

近
、
私
は
本

気
で
そ
う
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場

で
す
。 

 

例
え
ば
、
手
持
ち
の
資
料
を
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
し
て
「
説
明
資
料
を
作
っ
て
」
と

依
頼
す
れ
ば
、
ス
ラ
イ
ド
と
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
音
声
付
き
の
動
画
を
自
動
で
生
成
し
て

く
れ
ま
す
。
講
義
資
料
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

す
れ
ば
、
確
認
問
題
付
き
の
自
習
教
材
が

自
動
で
作
ら
れ
ま
す
。
ス
ピ
ー
チ
原
稿

も
、
要
点
を
指
示
す
る
だ
け
で
完
成
さ
れ

た
文
体
で
出
力
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
音

楽
や
画
像
の
生
成
も
自
在
で
す
。 

 

最
近
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
裏
側
で

P
yth

o
n

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の

１
・
２
年
生
が
行
っ
て
い
る
よ
う
な
デ
ー

タ
分
析
作
業
も
、
Ａ
Ｉ
に
任
せ
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

超
生
産
性
の
時
代
で
は
、
少
人
数
で
多

く
の
仕
事
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
中
で
「
仕
事
を
失
う
側
」
に
な

ら
な
い
た
め
に
は
、
自
ら
が
超
生
産
性
を

発
揮
で
き
る
人
間
に
な
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
加
え
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
技
術
を
理
解

し
、
社
会
に
適
切
に
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
統
合
）
で
き
る
ス
キ
ル
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
す
。
こ
れ
が
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
学
部
が
育
て
る
新
し
い
人
材
像
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

●
学
部
の
教
育
研
究 

 

本
年
度
４
月
か
ら
、
定
員
が
従
来
の
１

０
０
名
か
ら
１
５
０
名
へ
と
拡
大
し
た
新

し
い
学
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
定
員
増
に
伴
う
入
試
制
度
の
変

更
に
よ
り
、
高
校
で
数
学
Ⅱ
・
Ｂ
を
履
修

し
て
い
な
い
新
入
生
が
一
部
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
数
学
を

補
う
「
数
学
サ
ポ
ー
ト
」
を
補
習
塾
的
に

開
講
し
、
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ま
ず
「
気

象
デ
ー
タ
ア
ナ
リ
ス
ト
育
成
講
座
」
を
開

講
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
般
の
社
会
人
も

履
修
可
能
な
コ
ー
ス
で
あ
り
、
修
了
時
に

は
気
象
庁
が
認
定
す
る
講
座
の
修
了
を
滋

賀
大
学
が
証
明
し
ま
す
。
本
講
座
は
既
存

の
学
部
講
義
の
組
み
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ

て
い
る
た
め
、
在
学
生
は
追
加
の
履
修
料

を
支
払
う
こ
と
な
く
、
社
会
人
と
同
様
の

修
了
証
明
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

次
に
「
ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
入

門
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
若
い
世
代
に
人

気
の
高
い
分
野
で
あ
り
、
学
生
の
知
的
好

奇
心
を
刺
激
す
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
今

後
も
、
学
生
の
興
味
関
心
に
応
え
る
形
で

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
更
新
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

●
大
学
院
の
教
育
研
究 

 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
で
は
、
今

年
度
よ
り
博
士
前
期
課
程
（
修
士
課
程
）

の
定
員
を
３
０
名
増
や
し
、
８
２
名
の
入

学
者
を
迎
え
ま
し
た
。
博
士
後
期
課
程
で

も
、
定
員
３
名
に
対
し
６
名
が
入
学
し
、

大
学
院
全
体
が
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。
入

学
者
の
う
ち
２
３
名
は
企
業
等
か
ら
の
派

遣
社
会
人
で
あ
り
、
一
般
入
試
に
よ
る
社

会
人
学
生
も
複
数
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。

結
果
と
し
て
、
全
体
の
約
３
分
の
１
が
社

会
人
学
生
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

一
般
学
生
と
社
会
人
学
生
が
同
じ
場
で

学
ぶ
こ
と
は
、
互
い
に
と
っ
て
大
き
な
刺

激
と
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
人
学
生
が
持

つ
実
務
経
験
や
課
題
意
識
は
、
理
論
を
学

ぶ
学
生
に
現
実
的
な
視
点
を
与
え
、
一
方

で
若
い
学
生
の
柔
軟
な
発
想
や
新
し
い
知

識
は
、
社
会
人
学
生
に
新
た
な
気
づ
き
を

も
た
ら
し
ま
す
。
多
様
な
背
景
を
も
つ
学

生
が
共
に
議
論
し
、
協
働
し
て
研
究
を
進

め
る
環
境
は
、
本
研
究
科
教
育
の
大
き
な

強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
本
学
で
は
新
し
い
教
育
研
究
拠

点
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
み
ら
い
創
造

館
」
を
建
設
中
で
あ
り
、
２
０
２
６
年
秋

の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で

は
や
や
手
狭
な
環
境
で
の
活
動
と
な
り
ま

す
が
、
教
員
と
学
生
が
一
体
と
な
っ
て
工

夫
を
重
ね
、
よ
り
充
実
し
た
教
育
研
究
の

場
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。 

●
入
試
関
係 

 

入
学
試
験
は
、
６
月
の
３
年
次
編
入
試

験
を
皮
切
り
に
、
９
月
・
10
月
の
総
合
型

選
抜
Ⅰ
お
よ
び
Ⅱ
へ
と
続
き
ま
す
。
今

年
度
の
総
合
型
選
抜
Ⅰ
（
一
般
枠
・
女
性

枠
）
で
は
志
願
者
数
が
合
計
１
０
５
名
と

な
り
、
昨
年
度
比
で
約
２
５
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。 

 

年
明
け
の
２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
に

か
け
て
は
、
一
般
入
試
（
前
期
・
後
期
試

験
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
に
初
め

て
導
入
し
た
後
期
試
験
の
面
接
型
で
は
、

大
変
優
秀
な
学
生
が
入
学
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
総
合
型
選
抜
に
よ
る
入
学
者

の
春
学
期
終
了
時
点
で
の
成
績
（
Ｇ
Ｐ

Ａ
）
分
布
は
、
一
般
入
試
入
学
者
と
遜
色

な
い
水
準
で
あ
る
と
の
報
告
も
受
け
て
い

ま
す
。 

 

出
身
地
域
は
西
日
本
、
特
に
近
畿
・
東

海
が
中
心
で
す
が
、
関
東
や
北
海
道
な
ど

遠
方
か
ら
の
入
学
者
も
一
定
数
見
ら
れ
ま

す
。
今
後
も
高
校
生
や
そ
の
保
護
者
へ
の

情
報
発
信
を
工
夫
し
、
意
欲
的
な
受
験
生

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

【
執
筆
協
力
：
松
井
副
学
部
長
、
佐
藤

（
正
）
副
学
部
長
、
佐
藤
（
健
一
）
副
学

部
長
、
飯
山
研
究
科
長
】 

＊
校
閲
にC

h
atG

P
T

-E
d

u

を
使
用
し
ま
し

た
。 

学
部
・

大
学
院
の
近
況
に
つ
い
て 

  市川学部長 
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滋
賀
大
学
学
長
賞 

 

７
月
２
５
日(

金)

、
彦
根
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
第
１
回
滋

賀
大
学
学
長
賞
授
与
式
を
２
件
の
受
賞

者
の
出
席
の
も
と
挙
行
し
ま
し
た
。 

授
与
式
で
は
、
学
生
支
援
課
よ
り
選

考
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
竹
村
学
長
よ
り
今
回
受
賞
の
学
生

に
表
彰
状
と
盾
、
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
授
与
の
後
、
学
長
か
ら
祝
辞
が

あ
り
、
日
頃
努
力
を
重
ね
大
き
な
成
果

を
上
げ
た
こ
と
に
対
し
て
労
い
の
言
葉

が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
授

与
式
後
は
、
学
長
と
受
賞
者
が
懇
談
す

る
場
が
設
け
ら
れ
、
受
賞
者
の
う
ち
澤

木
聖
子
ゼ
ミ
Ｃ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
は
日
本
学
生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
イ
ン

タ
ー
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
、
古
本
さ

ん
か
ら
は
日
本
将
棋
連
盟
主
催
の
中
部

地
区
春
季
個
人
戦
で
優
勝
し
た
こ
と
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
和
や
か
に
懇
談
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 
 

受
賞
理
由
は
以
下
の
と
お
り 

〇
経
済
学
部 

澤
木
聖
子
ゼ
ミ
Ｃ
チ
ー
ム 

（
４
年 

西
山 

武
我
・
服
部 

夏
希
・ 

 
 
 
 

福
江 

晏
） 

（
団
体
） 

[

授
賞
理
由] 

・
第
７
０
回
日
本
学
生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

イ
ン
タ
ー
大
会
決
勝
大
会
第
二
位 

 

〇
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部 

 

２
年 

古
本 

雄
士 

（
個
人
） 

[
授
賞
理
由] 

・
日
本
将
棋
連
盟
主
催
令
和
七
年
度 

中
部
地
区
春
季
個
人
戦 

優
勝 

  

     

   

      

   

 

滋
和
戦 

 

６
月

21

日
（
土
）
、

22

日
（
日
）

に
、
第
５
８
回
滋
賀
・
和
歌
山
大
学
学

長
杯
争
奪
総
合
定
期
戦
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
定
期
戦
は
昭
和
41
年
か
ら

続
く
、
本
学
と
和
歌
山
大
学
の
伝
統
の

定
期
戦
で
あ
り
、
体
育
会
系
部
活
が
中

心
と
な
り
様
々
な
競
技
が
行
わ
れ
ま

す
。 今

年
度
は
和
歌
山
大
学
が
当
番
と
な

り
、
選
手
と
な
る
学
生
た
ち
は
和
歌
山

大
学
及
び
そ
の
周
辺
に
赴
き
、
二
日
間

で
多
く
の
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。 

 

試
合
の
中
で
学
生
た
ち
は
、
集
中
力

を
高
め
た
真
剣
な
表
情
や
、
大
き
な
声

で
チ
ー
ム
を
鼓
舞
す
る
姿
、
部
員
同
士

で
声
を
掛
け
合
う
姿
、
真
剣
勝
負
の
中

で
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
姿
な
ど
、
普

段
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
な
か
な
か
見

ら
れ
な
い
一
面
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。 

 

選
手
団
全
員
が
懸
命
に
頑
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
和
歌
山
大

学
が
１
４
勝
７
敗
７
分
で
勝
利
し
、
９

年
連
続
の
総
合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

和
歌
山
大
学
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

和
歌
山
大
学
の
壁
は
高
い
で
す
が
、

必
ず
超
え
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

一
日
を
大
切
に
、
小
さ
な
一
歩
を
積
み

重
ね
て
、
来
年
こ
そ
は
勝
利
で
き
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

和
歌
山
大
学
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
交
流
戦
の
開
催
に
む
け
た
準
備

等
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
来
年
は
滋
賀
大
学
が
当
番
校
と
な

り
ま
す
が
、
和
歌
山
大
学
の
皆
様
が
滋

賀
大
学
に
お
越
し
に
な
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

学
生
活
動
だ
よ
り 

竹村学長と記念撮影 

竹村学長と懇談 
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滋
大
祭
２
０
２
５
～
柳
緑
花
紅
～  

 

10
月

25
日
（
土
）
・
26
日
（
日
）
の

２
日
間
、
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
「
滋
大

祭
２
０
２
５
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
滋
大

祭
は
今
年
で
第
５
９
回
を
迎
え
る
伝
統
あ

る
学
園
祭
で
す
。 

あ
い
に
く
雨
に
見
舞
わ
れ
る
時
間
帯

も
あ
り
ま
し
た
が
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
を
講
堂
に
変
更
す
る
な
ど
一
部
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
な
が
ら
開
催
し
ま

し
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
も
、
実

行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
が
臨
機
応
変
に
対

応
し
、
ご
来
場
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
無
事

に
す
べ
て
の
企
画
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
の
中
で
も
特
に
盛
り
上
が
っ
た

の
は
、
今
年
初
開
催
の
『
Ｔ
ｈ
ｅ
マ
ッ

チ
ョ
マ
ン 

ｉ
ｎ 

滋
賀
大
』
で
す
。
滋

賀
大
学
で
一
番“

マ
ッ
チ
ョ”

な
漢
を

決
め
る
大
会
で
、
筋
肉
自
慢
た
ち
が
熱

い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

各
団
体
に
よ
る
模
擬
店
も
多
数
出
店

さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
注
目
を
集
め

た
の
は
、
卓
球
部
が
運
営
す
る
『
卓
球

飯
店
』
。
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
を
着
た
男

性
メ
ン
バ
ー
が
片
言
の
日
本
語
で
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
、
中
華
料
理
を
振
る
舞

い
ま
し
た
。
「
謝
謝
（
シ
ェ
イ
シ
ェ

イ
）
！
」
「
好
吃
（
ハ
オ
チ
ー
）
！
」

「
好
喝
（
ハ
オ
フ
ー
）
！
」
の
掛
け
声

が
飛
び
交
い
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。 

教
室
な
ど
で
行
わ
れ
た
展
示
も
見
ど

こ
ろ
満
載
で
し
た
。
癒
し
系
の
ボ
カ
ロ

展
示
や
完
成
度
の
高
い
鉄
道
模
型
、
日

本
文
化
を
体
験
で
き
る
お
茶
席
な
ど
、

個
性
豊
か
な
企
画
が
並
び
ま
し
た
。
ま

た
、
『
日
本
文
化
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
考

え
る
』
展
示
や
『
キ
ャ
リ
ア
の
達
人
セ

ミ
ナ
ー
』
な
ど
、
大
学
ら
し
い
学
び
の

要
素
を
取
り
入
れ
た
企
画
も
多
く
の
来

場
者
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
昨
年
度
に
続
き
、
初
日
の

最
後
を
飾
っ
た
打
ち
上
げ
花
火
は
今
回

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
り
ま
し
た
。
夜
空

を
彩
る
花
火
は
迫
力
と
美
し
さ
を
兼
ね

備
え
、
多
く
の
方
々
を
魅
了
し
ま
し

た
。
今
後
も
滋
大
祭
の
新
た
な
伝
統
と

し
て
続
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

滋
大
祭
実
行
委
員
を
は
じ
め
、
各
学

生
団
体
の
皆
さ
ん
の
活
躍
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
年
も
盛
大

か
つ
安
全
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
雨
の
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

関
係
者
の
皆
さ
ま
、
ご
来
場
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

   

 

滋大祭実行委員会 ウエルカムゲート 
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企 業 訪 問 

 

２
０
２
５
年
８
月
４
日
～
15
日
、
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
サ

ン
ノ
ゼ
州
立
大
学
に
お
い
て
「2

0
25

 Sili-

co
n

 V
alley In

n
o

vati
o

n
 &

 Startu
p

 P
ro

-

gram

」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
に

は
、
滋
賀
大
学
の
経
済
学
部
学
生
９
名
、

Ｄ
Ｓ
学
部
学
生
３
名
、
経
済
学
研
究
科
大

学
院
生
６
名
、
Ｄ
Ｓ
研
究
科
大
学
院
生
２

名
の
２
０
名
が
参
加
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
Ａ
Ｉ
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

 

研
修
は
、
サ
ン
ノ
ゼ
州
立
大
学
の

Silico
n

 V
alley C

en
ter o

f O
p

erati
o

n
s an

d
 

Tech
n

o
lo

gy M
an

agem
en

t

で
実
施
さ
れ
、

Ａ
Ｉ
や
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
ど

の
専
門
家
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
起
業
、

経
営
し
て
い
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
が
講
師
と
し

て
学
生
を
指
導
し
ま
し
た
。
参
加
学
生
は

６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
商
品
開
発
と
起
業

を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ

ブ
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
チ
ー
ム
全
員
で

協
力
し
て
作
り
、
そ
れ
を
商
品
化
す
る
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
起
業
と
資
金
調
達
を

想
定
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
今

後
社
会
で
活
躍
す
る
学
生
に
と
っ
て
は
か

け
が
え
の
な
い
有
益
な
経
験
で
し
た
。 

 

ま
た
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
企
業
文
化

を
理
解
す
る
た
め
の
カ
ン
パ
ニ
ー
ツ
ア
ー

を
行
い
、In

tel

、G
o

o
gle

、A
p

p
le

な
ど
の

企
業
を
訪
問
し
て
、
こ
れ
ら
の
設
立
背
景

や
成
長
過
程
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
観
光
で
は
、

G
o

ld
en

 
G

ate 
B

rid
ge

、D
e 

Yo
u

n
g

博
物

館
、
美
術
館
な
ど
を
観
光
し
ま
し
た
。
自

由
時
間
で
あ
る
土
曜
日
と
日
曜
日
に
は
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
訪
問
し
た
り
、

Ｍ
Ｌ
Ｂ
を
観
戦
し
た
り
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
な
ら
で
は
の
も
の
が
多
く
、
学
生
に

と
っ
て
非
常
に
有
益
な
も
の
で
し
た
。
参

加
学
生
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
欠
か
せ
な

い
知
識
と
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

と
、
非
常
に
高
い
評
価
と
満
足
度
を
得
ま

し
た
。 

  

 

         

 

           

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー 

 

セ
ン
タ
ー
長 

深
谷
良
治 

２
０
２
５
年
９
月
１
日
（
月
）
か
ら
10

日
（
水
）
ま
で
の
１
０
日
間
、
タ
イ
に
て

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
研
修
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
本
研
修
は
２
０
２
３
年
以
来
２
年

ぶ
り
の
開
催
で
、
学
部
生
７
名
、
大
学
院

生
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
現
地
大
学
や

企
業
で
の
学
び
に
加
え
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ま

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
分
野
に
お
け
る
国
際
的
な
視
野
を
養
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。 

初
日
は
バ
ン
コ
ク
到
着
後
、
泰
日
工
業

大
学
（
Ｔ
Ｎ
Ｉ
）
の
教
職
員
・
学
生
の
皆

さ
ま
か
ら
温
か
い
歓
迎
を
受
け
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
研
修
の
幕
が
開
き
ま
し

た
。
Ｔ
Ｎ
Ｉ
で
は
「
も
の
づ
く
り
教
育
」

に
基
づ
く
実
践
的
な
手
を
動
か
す
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
学
び
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
や
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
現
地
学
生
と
交
流
す
る
中
で
、
「
タ
イ

の
学
生
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
領
域
に
向
け
る

熱
量
の
高
さ
を
強
く
感
じ
た
。
皆
が
高
い

学
習
意
欲
を
持
っ
て
お
り
、
大
き
な
刺
激

を
受
け
た
」
と
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
４
日
目
に
訪
れ
た
ア
ユ
タ
ヤ
遺
跡
群

で
は
、
歴
史
的
・
文
化
的
背
景
を
深
く
理

授 業 

国 

際 

交 

流 
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解
し
、
研
修
全
体
が
「
知
と
文
化
の
融

合
」
と
な
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

５
日
に
はN

TT D
ata (Th

ailan
d

) 

を
訪
問

し
、
機
械
学
習
や
ビ
ジ
ネ
ス
分
析
ツ
ー
ル

を
用
い
た
実
習
を
体
験
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ

に
よ
る
自
動
化
や
デ
ー
タ
分
析
の
可
視
化

に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
実
社
会
に
応
用
す
る
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
８
日
に

は
Ｃ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
を
訪
問
し
、
小
売
店
舗

に
お
け
る
無
人
レ
ジ
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ス
の
導
入
事
例
を
学
ん
だ
ほ
か
、
研

究
拠
点Tru

e 
D

igital 
P

ark

で
は
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
や
Ｄ
Ｘ
関
連
の
先
進
的
な
取

組
を
見
学
し
ま
し
た
。
学
生
か
ら
は
「
Ｃ

Ｐ
グ
ル
ー
プ
は
、
産
業
応
用
や
収
益
性
が

確
認
で
き
れ
ば
新
規
分
野
に
も
積
極
的
に

支
援
し
て
お
り
、
日
本
以
上
に
挑
戦
的
な

企
業
を
後
押
し
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
る

と
感
じ
た
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
実

際
の
Ｄ
Ｘ
現
場
を
目
に
し
た
こ
と
で
、

「
自
分
も
こ
の
よ
う
な
環
境
で
働
き
た

い
」
と
い
う
思
い
が
芽
生
え
、
机
上
の
勉

強
で
は
得
ら
れ
な
い
強
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。 

９
日
に
は
モ
ン
ク
ッ
ト
王
立
ラ
カ
バ
ン

工
科
大
学
（
Ｋ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｌ
）
を
訪
問
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ナ
リ

テ
ィ
ク
ス
教
育
の
現
状
を
学
び
、
学
生
や

教
員
と
の
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。 

 

特
筆
す
べ
き
は
、
９
月
２
日
に
開
催
さ

れ
た
在
タ
イ
滋
賀
大
学
Ｏ
Ｂ
会
（
陵
水
会

バ
ン
コ
ク
支
部
）
の
皆
さ
ま
と
の
懇
談
会

で
す
。
現
地
で
ご
活
躍
さ
れ
る
先
輩
方
か

ら
、
ア
ジ
ア
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
切
り
拓
く
う

え
で
の
ご
苦
労
や
心
構
え
を
伺
い
、
学
生

た
ち
は
大
き
な
学
び
を
得
ま
し
た
。
あ
る

学
生
は
「
遠
い
異
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る

上
で
、
利
害
関
係
に
縛
ら
れ
な
い
同
窓
の

つ
な
が
り
が
い
か
に
貴
重
か
を
実
感
し

た
。
損
得
勘
定
を
超
え
て
先
輩
後
輩
と
し

て
喜
び
も
困
難
も
分
か
ち
合
え
る
存
在
が

タ
イ
に
も
い
る
こ
と
に
、
心
強
さ
を
覚
え

た
」
と
語
り
ま
し
た
。
ま
た
別
の
学
生
は

「
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
に
は
『
泥
臭
い
行

動
』
を
惜
し
ま
な
い
姿
勢
が
欠
か
せ
な
い

こ
と
を
再
認
識
し
た
。
誰
も
持
っ
て
い
な

い
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
鍵
に
な
る
と
い
う
言
葉
が
深
く
心
に

残
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
お
り
、
先
輩

方
の
生
の
言
葉
が
将
来
を
考
え
る
大
き
な

糧
と
な
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

 

 
今
回
の
研
修
を
通
じ
、
参
加
学
生
は
専

門
知
識
を
国
際
的
な
場
面
で
応
用
す
る
実

践
的
な
学
び
に
加
え
、
タ
イ
の
学
生
の
情

熱
や
現
地
企
業
の
挑
戦
的
な
取
組
、
そ
し

て
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
支
え
の
尊
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
は
、

今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
い
て
か
け
が

え
の
な
い
財
産
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
研
修
の
実

現
に
あ
た
り
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
後
援
会
、
陵
水
会
の
皆
さ
ま
、
彦
根

商
工
会
議
所
、
な
ら
び
に
現
地
大
学
・
企

業
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え

が
あ
っ
て
こ
そ
、
学
生
た
ち
に
こ
の
よ
う

な
貴
重
な
機
会
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

C P 

K M I T L 

OB懇親会 
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通
常
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
略
し
て｢

ゼ
ミ｣

と

呼
ん
で
い
る
授
業
は
、
経
済
学
部
は｢

専
門

演
習
Ⅰ
～
Ⅳ｣

、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
は
「
実
践
価
値
創
造
演
習

Ⅰ

・

Ⅱ

」

「
上
級
実
践
価
値
創
造
卒
業
演
習

Ⅰ

・

Ⅱ
」
と
い
っ
た
一
連
の
４
つ
の
授
業
科
目

を
意
味
し
、
こ
れ
ら
の
科
目
は
、
２
回
生

の
後
半
に
各
学
生
の
選
択
希
望
に
基
づ

き
、
受
講
ク
ラ
ス
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
３

回
生
春
学
期
か
ら
授
業
が
始
ま
り
、
以
後

継
続
し
て
４
回
生
秋
学
期
ま
で
の
４
セ
メ

ス
タ
ー
連
続
し
て
履
修
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

ゼ
ミ
は
、
２
年
間
、
同
一
の
ク
ラ
ス
で

同
一
の
教
員
が
担
当
し
、
経
済
学
部
で

は
、
担
当
教
員
の
専
門
分
野
の
学
問
的
内

容
に
つ
い
て
、
受
講
生
の
学
習
・
研
究
を

指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
で
は
、
企
業
等
と
連

携
し
、
課
題
解
決
や
価
値
創
造
を
試
み
る

た
め
に
収
集
し
た
デ
ー
タ
の
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
得
ら
れ
た
結

果
を
考
察
し
、
問
題
解
決
を
提
案
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

ゼ
ミ
は
少
人
数
教
育
の
授
業
科
目
で
す

が
、
ク
ラ
ス
で
の
研
究
報
告
、
発
表
を
担

当
す
る
こ
と
で
主
体
的
な
学
力
と
プ
レ
ゼ

ン
能
力
が
養
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ス

内
で
の
議
論
や
共
同
研
究
、
報
告
の
準
備

作
業
、
ゼ
ミ
生
間
の
日
常
の
交
流
な
ど
を

通
じ
て
、
論
理
面
だ
け
で
な
く
総
合
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
人
間
関
係

を
形
成
す
る
力
も
培
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ゆ

え
、
ゼ
ミ
は
大
学
４
年
間
の
後
半
に
配
置

さ
れ
て
い
る
主
要
な
授
業
科
目
で
あ
り
、

専
門
教
育
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ゼ
ミ
担

当
教
員
が
学
生
生
活
や
進
路
の
相
談
、
指

導
を
行
う
こ
と
で
、
学
生
指
導
の
面
か
ら

も
総
合
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。 

 

経
済
学
部
教
授 

福
浦 

厚
子 

 

日
ご
ろ
は
滋
賀
大
学
の
支
援
の
た
め
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
私
が
担
当
し
て
い
る
文
化
人
類
学

ゼ
ミ
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
植
民
地

主
義
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
な
ど
人
類
学
の
基

本
事
項
を
学
ん
だ
う
え
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

や
格
差
、
貧
困
、
紛
争
等
の
現
実
的
課
題

に
つ
い
て
文
化
人
類
学
的
な
視
点
か
ら
考

え
る
た
め
い
く
つ
か
本
を
読
ん
で
議
論
を

し
て
い
ま
す
。
近
年
卒
業
し
た
学
生
の
卒

論
テ
ー
マ
を
短
く
ま
と
め
て
挙
げ
ま
す
と

「
宗
教
二
世
問
題
」
「
災
害
伝
承
の
現
状

と
減
災
」
「
ア
イ
ヌ
の
魚
皮
衣
」
な
ど
多

種
多
様
で
す
。
し
か
し
い
ず
れ
も
そ
れ
ら

は
資
料
だ
け
で
な
く
、
可
能
な
限
り
関
連

す
る
人
た
ち
に
聞
き
取
り
を
し
て
、
一
人

ひ
と
り
の
語
り
の
機
微
に
触
れ
て
も
ら

い
、
そ
れ
を
論
文
と
し
て
記
述
す
る
際
に

加
味
で
き
る
よ
う
考
え
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。 現

在
４
回
生
は
卒
業
論
文
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
少
し
紹

介
し
ま
す
。
中
川
さ
ん
は
、
日
本
の
医

療
・
介
護
現
場
に
お
け
る
「
笑
い
」
の
効

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
医
療
現

場
に
は
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン
や
ホ
ス
ピ
タ
ル

ク
ラ
ウ
ン
と
よ
ば
れ
る
笑
っ
た
り
和
ん
だ

り
す
る
機
会
を
入
院
中
の
子
ど
も
た
ち
に

届
け
る
専
門
家
が
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
検
査
等
慣
れ
な
い
状
況
の
た
め
う
ま
く

対
応
で
き
る
場
合
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
時
に
は
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン
と
い
っ
た

人
た
ち
が
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
機
会
を

作
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
活
動
は
、
病
院

で
の
治
療
と
並
ん
で
患
者
を
「
笑
い
」
に

よ
っ
て
ケ
ア
し
て
お
り
、
そ
の
現
状
と
課

題
を
調
べ
て
い
ま
す
。
山
羽
さ
ん
は
、
廃

校
と
な
っ
た
小
学
校
に
着
目
し
校
舎
の
活

用
を
通
し
て
、
利
用
者
が
気
持
ち
の
安
逸

を
獲
得
し
、
他
者
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
居
場
所
と
な
っ
て
い
る

こ
と
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
米
田
さ
ん
は
、
中
央
ア
ジ
ア
に

お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
構
築
の
過
程
の
検
討
を
通
し
て
現

代
日
本
の
移
民
問
題
を
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
へ
く
る
移
民
や
一
時
滞
在
の
人
た
ち

と
私
た
ち
が
ど
う
相
互
に
歩
み
寄
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
こ
と

は
、
社
会
の
な
か
で
自
分
ら
し
く
生
き
る

た
め
の
倫
理
的
基
盤
と
し
て
あ
る
と
い
う

点
を
大
前
提
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
卒

論
の
テ
ー
マ
は
身
近
な
疑
問
や
違
和
感
を

発
端
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
も
と
に

目
標
を
設
定
し
課
題
解
決
を
見
据
え
て
お

り
、
彼
ら
と
意
見
交
換
を
す
る
と
い
つ
も

新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
今
年
度
は
専
門
演
習

Ⅱ

（
３
回

生
）
の
学
生
と
と
も
に
大
阪
・
吹
田
に
あ

る
国
立
民
族
学
博
物
館
へ
見
学
に
行
き
ま

す
。
こ
こ
は
世
界
各
地
で
文
化
人
類
学
者

が
集
め
て
き
た
資
料
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
常
設
展
示
を
み
る
だ
け
で
世
界
一
周

が
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
最

後
に
学
部
ゼ
ミ
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
私

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
紹
介 

ゼ ミ 写 真 
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が
主
査
と
し
て
担
当
す
る
大
学
院
修
士
課

程
の
留
学
生
二
人
を
紹
介
し
ま
す
。
彼
ら

も
学
部
ゼ
ミ
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
侯
さ
ん
は
在
日
中
国
人
留
学
生
と
信

仰
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
呉
さ
ん

は
訪
日
観
光
客
と
日
本
製
化
粧
品
の
関
係

に
つ
い
て
研
究
し
、
２
０
２
５
年
７
月
に

ソ
ウ
ル
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
学
会
で

ポ
ス
タ
ー
発
表
を
し
ま
し
た
。
ど
の
ゼ
ミ

生
も
み
ん
な
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

     

    

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授 

松
井 

秀
俊 

～
デ
ー
タ
か
ら
価
値
を 

 
 

見
出
す
た
め
の
分
析
方
法
の
開
発
～ 

松
井
ゼ
ミ
で
は
、
統
計
・
機
械
学
習
的

モ
デ
リ
ン
グ
手
法
に
つ
い
て
そ
の
方
法
論

の
学
習
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
実

際
の
デ
ー
タ
分
析
の
経
験
を
通
し
て
、
新

た
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
技
術
の
進

歩
が
著
し
い
昨
今
、
大
規
模
な
デ
ー
タ
か

ら
精
度
良
い
予
測
や
情
報
圧
縮
を
行
う
方

法
が
急
速
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
多
く
は
い
わ
ゆ
る
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
た
め
、

デ
ー
タ
を
入
力
す
る
こ
と
で
出
力
さ
れ
る

結
果
に
つ
い
て
解
釈
す
る
こ
と
が
困
難
な

こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
自
身
が

抱
え
て
い
る
少
量
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た

い
場
合
や
、
分
析
結
果
か
ら
デ
ー
タ
の
傾

向
に
つ
い
て
解
釈
を
行
い
た
い
場
合
、
こ

れ
ら
の
Ａ
Ｉ
技
術
で
は
十
分
な
出
力
が
得

ら
れ
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
デ
ー
タ
の
背
後
に
潜
む
関
係

性
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
価
値
を
見

出
す
た
め
の
多
変
量
解
析
や
機
械
学
習
の

方
法
と
そ
の
使
い
方
を
身
に
着
け
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
分
析

を
し
、
何
故
こ
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ

た
の
か
を
説
明
で
き
る
人
を
育
て
ま
す
。 

ゼ
ミ
で
の
取
り
組
み
は
次
の
通
り
で

す
。
配
属
当
初
は
統
計
学
や
機
械
学
習
に

つ
い
て
の
書
籍
を
輪
読
形
式
で
読
み
進

め
、
統
計
・
機
械
学
習
手
法
に
つ
い
て
の

理
解
を
進
め
ま
す
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
の

方
法
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
Ｒ
や

P
yth

o
n

に
よ
る
実
装
方
法
に
つ
い
て
も
学
び

ま
す
。
輪
読
を
終
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

卒
業
研
究
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
分
野
の

ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
い
か
を

学
生
に
検
討
し
て
も
ら
い
、
そ
の
内
容
に

応
じ
て
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
研

究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

卒
業
研
究
に
用
い
る
デ
ー
タ
は
、
ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
等
で
公
開
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ

も
あ
れ
ば
、
連
携
し
て
い
る
企
業
や
大

学
・
研
究
機
関
等
か
ら
い
た
だ
く
デ
ー
タ

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
特
に
後
者
の
場
合

は
、
提
供
頂
い
た
方
々
と
の
打
ち
合
わ
せ

の
中
で
学
生
に
分
析
報
告
を
し
て
も
ら

い
、
得
ら
れ
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
通
じ

て
改
善
す
る
と
い
う
経
験
を
積
ん
で
い
き

ま
す
。 

大
学
院
で
は
さ
ら
に
発
展
的
な
統
計
・

機
械
学
習
手
法
に
つ
い
て
、
論
文
を
読
み

な
が
ら
学
習
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
知
識

や
技
術
を
活
か
し
て
新
た
な
方
法
を
開
発

し
、
実
際
の
デ
ー
タ
分
析
を
通
し
て
そ
の

有
効
性
を
検
証
し
ま
す
。
得
ら
れ
た
研
究

成

果

は

学

会

な

ど

で

報

告

し
、
そ

の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
て
修
士
論
文
執

筆
へ
と
繋
げ
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
ゼ
ミ
活
動
で
、
学
生
は
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
デ
ー
タ
分
析
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
研
究
機
関
か

ら
頂
い
た
遺
伝
子
の
デ
ー
タ
や
、
他
大
学

か
ら
頂
い
た
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
走
行

時
の
姿
勢
の
デ
ー
タ
、
製
造
業
で
計
測
さ

れ
た
製
品
製
造
時
に
測
定
さ
れ
る
波
形
の

デ
ー
タ
、
小
売
店
の
売
り
上
げ
デ
ー
タ
な

ど
多
種
多
様
で
す
。
こ
の
よ
う
に
松
井
ゼ

ミ
で
は
、
特
定
の
分
野
に
よ
ら
ず
汎
用
的

に
利
用
で
き
る
分
析
手
法
の
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。 

 
呉さん （ソウル大にて） 

ゼ ミ の 様 子 
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「
後
援
会
資
格
取
得
等
報
奨
制
度
」
は
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
、
勉
学
等
で
顕
著
な
功

績
を
残
し
た
個
人
、
若
し
く
は
団
体
を
報
奨

す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
日
頃
の
勉
学
等

を
支
援
し
、
資
質
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
26
年
10
月
に
創
設
さ

れ
、
そ
の
後
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の

設
置
等
に
伴
い
、
対
象
試
験
等
の
一
部
を
改

正
し
て
い
ま
す
。 

令
和
６
年
度
下
半
期
申
請
分
（
令
和
６
年

10
月
か
ら
令
和
７
年
３
月
受
理
分
）
に
つ

い
て
は
、
下
表
の
通
り
、
６
２
件
に
対
し
て

給
付
さ
れ
ま
し
た
。  

学
生
か
ら
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
の

資
金
に
し
た
い
と
の
頼
も
し
い
声
が
聞
か

れ
、
今
後
も
、
多
く
の
学
生
諸
君
か
ら
応
募

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
学
生
諸
君
に
は
、
別
途
、
学
内
に

お
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
保
護
者

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
覧
い
た

だ
い
た
上
で
、
お
子
様
に
お
伝
え
い
た
だ
き

た
く
存
じ
ま
す
。 

 

今
後
も
、
よ
り
良
き
制
度
に
改
善
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
さ
ま
か
ら
も
是
非
と
も
ご
意
見
等
お
寄
せ

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

資
格
取
得
等
報
奨
制
度 

（令和７年７月役員会審査分）

分
類

サポート対象事項 基準
報奨額
（円）

給付
件数

給付者氏名（敬称略）
（回生は申請時）

１．日商簿記検定試験 「１級」合格者 70,000 3

河野快（経済学部3回生)
但馬百花（経済学部3回生)
西村陸（経済学部2回生)

① 会計学に属する科目の中から、
いずれか１科目合格者

30,000 2
宮木翔馬（経済学部4回生)
他1名

２科目同時合格者 50,000 3

水野智貴（経済学部4回生)
朝妻和奏（経済学部3回生)
美濃十飛（経済学部2回生)

② 税法科目から、いずれか
１科目合格

40,000 0

「短答式試験」合格者 50,000 4

中西優里菜（経済学部4回生)
水田遥大（経済学部4回生)
河野快（経済学部3回生)
城大智（経済学部3回生)

「論文式試験」合格者 100,000 3

戸田美雪（経済学部4回生)
山本祐正（経済学部4回生)
浅見若菜（経済学部4回生)

４．中小企業診断士 「２次試験」合格者 50,000 0

「第１次レベル試験」合格者 30,000 2
田中亜周（経済学部3回生)
他1名

「第２次レベル試験」合格者 40,000 0

６．応用情報技術者試験 合格者 30,000 0

７．情報処理技術者資格（高度試験）
９区分から、いずれか
１科目合格者

50,000 0

８．品質管理検定 「１級」合格者 50,000 0

「１級」の「統計数理」、「統計応
用」いずれか１科目合格者

50,000 0

「１級」 ２科目目合格者 20,000 0

「準１級」合格者 30,000 16

杉山祐豊（DS学部4回生)
出雲滉己（DS学部3回生)
江上颯亮（DS学部3回生)
春日一将（DS学部3回生)
上村直矢（DS学部3回生)
井齋友春（DS学部2回生)
岡田大輝（DS学部2回生)
郡司七緒（DS学部2回生)
西井祥悟（DS学部2回生)
野村実央（DS学部2回生)
水谷旭陽（DS学部2回生)
小林慶吾（大学院DS研究科2回生)
他4名

８００点以上 30,000 16

砂田一郎（経済学部4回生)
渡邉太陽（経済学部4回生)
今田康仁（経済学部4回生)
但馬百花（経済学部3回生)
久保田智輝（経済学部2回生)
畑井皓介（経済学部2回生)
松原巧実（経済学部2回生)
川田芽依（DS学部4回生)
西智紀（大学院DS研究科2回生)
他7名

９００点以上 50,000 8

橋本裕貴（経済学部3回生）
栗本颯人（経済学部3回生)
塩田雅幸（経済学部3回生)
石田暉（経済学部4回生)
中野歩華（経済学部3回生)
黒川雄太（経済学部3回生)
木田直歩（経済学部3回生)
他1名

語
学
試
験

１０．TOEIC（公開テスト）

令和６年度下半期分　滋賀大学経済学部・データサイエンス学部後援会資格取得等報奨金審査結果

（令和６年１０月～令和７年３月末日までの受理分）

資
格
・
認
定
試
験

２．税理士試験
　（申請は、基準①、②のいずれか１回に限る。）

３．公認会計士試験

５．証券アナリスト試験

９．統計検定

韓国語能力試験(TOPIK)
４級以上

30,000 1
窪大翔（経済学部3回生)

DELE　B1 30,000 1
新居さくら子（経済学部4回生)

アジア圏 40,000 0

その他 80,000 0

論文賞3件 80,000 1
戸簾隼人（大学院DS研究科2回生)

「第51回全日本大学ローイング選手
権大会」女子ペア優勝

65,000 2
西村菜々花（DS学部4回生)
銖藤蓮（経済学部3回生)

合　計　（振込手数料は除く） 62

注１．）給付者氏名については、氏名を公表することの承諾を得た学生の方のみ記載しています。

注２．）英語以外の外国語検定に関しては申請のあったもののみ項目掲載しています。

注３．）TOEIC-IPは支給の対象外です。

そ
の
他

１３．その他

１１．英語以外の外国語検定

留
学

１２．本学交換留学制度に基づく海外留学
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『
公
認
会
計
士
短
答
式
試
験
合
格
』 

経
済
学
部 
４
回
生 

城 

大
智 

 
私
は
公
認
会

計
士
短
答
式
試

験
に
合
格
し
ま

し
た
。 

公
認
会
計
士
短
答
式
試
験
で
は
、
財
務

会
計
・
管
理
会
計
・
監
査
論
・
企
業
法
の

４
科
目
を
満
遍
な
く
学
習
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
各
科
目
間
で
多
少
の
つ
な
が

り
は
あ
り
ま
し
た
が
、
独
立
し
た
学
問
と

し
て
の
学
習
が
必
須
で
あ
り
各
科
目
の
出

題
に
合
わ
せ
た
学
習
が
必
要
で
し
た
。
こ

う
し
た
幅
広
い
学
習
範
囲
を
理
解
し
定
着

さ
せ
る
た
め
に
は
、
い
か
に
復
習
の
間
隔

を
狭
め
ら
れ
る
か
を
追
求
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
使
用
す
る
教
材
を
一
つ
に
絞

り
、
難
易
度
や
自
身
の
得
意
不
得
意
に
合

わ
せ
て
復
習
に
強
弱
を
つ
け
る
こ
と
を
意

識
し
ま
し
た
。
初
め
は
、
１
周
を
完
璧
に

読
み
込
む
の
に
多
く
の
時
間
を
要
し
ま
し

た
が
、
継
続
す
る
に
つ
れ
て
次
第
に
理
解

が
深
ま
る
と
と
も
に
、
用
語
に
慣
れ
る
こ

と
も
で
き
、
復
習
の
間
隔
を
短
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
始
め
は
範
囲
の
広
さ

に
困
惑
し
、
勉
強
の
仕
方
に
戸
惑
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
机
に
向
か

い
、
学
習
時
間
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

公
認
会
計
士
短
答
式
試
験
を
合
格
す
る

ま
で
の
期
間
、
家
族
や
友
人
か
ら
多
く
の

面
で
支
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
家
族
や
友

人
等
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
恩
返
し
を

す
る
た
め
に
も
、
残
り
の
学
生
と
し
て
の

期
間
も
公
認
会
計
士
論
文
式
試
験
の
合
格

に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

 

『
第
５
１
回
全
日
本
大
学
ロ
ー
イ
ン
グ
選

手
権
大
会 

女
子
ペ
ア 
優
勝 

』 

経
済
学
部 

４
回
生 
銖
藤 

蓮  
  

 

 

私
は
、
第
５

１
回
全
日
本
大

学
ロ
ー
イ
ン
グ

選
手
権
大
会(

イ

ン
カ
レ)

の
女
子

ペ
ア
種
目
で
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
１

０
０
周
年
を
迎
え
た
部
の
歴
史
上
、
男
女

合
わ
せ
て
も
初
の
結
果
で
し
た
。 

 

 

私
た
ち
が
イ
ン
カ
レ
で
優
勝
で
き
た
の

は
、
チ
ー
ム
全
体
で
目
標
を
共
有
し
、

日
々
の
練
習
の
量
質
と
も
に
高
く
保
ち
続

け
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。 

 

前
年
も
女
子
ペ
ア
種
目
で
イ
ン
カ
レ
に

出
場
し
ま
し
た
が
、
決
勝
に
は
一
歩
届
か

ず
順
位
決
定
に
ま
わ
り
ま
し
た
。
悔
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
自

分
た
ち
の
全
国
で
の
立
ち
位
置
、
ト
ッ
プ

と
の
差
な
ど
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
後
普
段
の
練
習
に
戻
っ
て
か
ら

も
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
練
習
に

打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

１
年
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
で
経
験
や

体
格
の
差
を
埋
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た

が
、
日
々
の
練
習
に
加
え
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の

先
輩
方
の
ご
支
援
に
よ
り
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
短
期
留
学
や
全
日
本
選
手
権
を
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
、
技
術
面
体
力
面
と
も

に
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 
今
後
は
Ｏ
Ｇ
と
し
て
、
自
分
が
経
験
さ

せ
て
も
ら
い
、
学
ん
で
き
た
こ
と
を
部
に

還
元
し
、
よ
り
大
き
く
強
い
チ
ー
ム
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

    

報
奨
金
受
給
者
の
声 

編 

集 

後 

記 

後
援
会
だ
よ
り
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
・Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 
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後
援
会
だ
よ
り
の
記
事
に
つ
い
て
の
感
想

や
要
望
、
後
援
会
に
対
す
る
要
望
、
ご
意

見
等
を
左
記
の
受
付
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。 
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